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出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

ウイルス感染  ヨウ化人血清アルブミン（1311）  
ヨウ化人血  

富士フイル  
ムRIファー  
マ  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

清アルブミン （131Ⅰ）  
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ヒト胎盤抽出物  ランドのPrim封γandAGUteCare  2007年にNBSはイン   
Protectjon Report 
2（13）2008年3月28  
HPA／Heal肋   日  

Trusbからの170000例以上の出産前検体を検査した。計  
819模体が感染マーカー陽性であった。429例（0．28％）が  
HBsAg陽性、165例（0．11％）が抗HⅣ勝性、225例（0．13％）が  
抗Treponemapa＝dum陽性であった。また1798例（2．5％）が  
風疹に対する抗体が陰性であった。  

HPA／Health  
Protection Report  
2（19）2008年5月9  

日  

2000年1月1日～2007年12月31日に、手術を介したCJDへ  

の潜在的な医原性暴露は計329件報告された。2007年7  
月1日から12月31日の間に11件が追加された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
NATA（NationalAnonymousTonsilArchive）は2008年8月  
末までに計61619例の扁桃腺組織検体を受け取った。  
2007年1月末から扁桃腺組織中の異常プリオン蛋白の有  
無に関するスクリーニングが行われている。  

C型肝炎  烹ヨニ弄ラブ戸苛元6ラ章一盲ニⅦ育た前亘南面］石礪捕甜  
新規症例が診断された。2005年と2006年の同時期の新  
規症例数は各々377例およぴ365例であった。HCV診断の  
累積数は23686例であり、その内12％の死亡が確認されて  
いる。2007年12月31日現在、スコットランド人口の約250  
人に1人がHCV抗体陽性と診断された。  

2008：42（20）：176－  
HPSWe寧klyReport  18丁  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  英国NatjonalCJDSurveiJJanceUnjtによると200β年7月4 日現在の英国における 確定および疑いvCJD症例数は 計167例で、内3例は生存中である。フランスIns批正de  
ProMED－  

mai120080707．2058  

VeilleSanitaireの2008年7月7日付け月間集計によると同  
国で1992－2008年に記録されたvcJD確定および疑い症  
例数は23例で全て死亡している。  

バミテプラーゼ（遺伝子組換え）  
前石蘭画‾‾  

チャイニース ハムスター卵 巣細胞  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

炭症  
トーゴの農業畜産水産省は、同国北部で庚症が発生し、6  

ProMED－  

mai120071227．4149  人が死亡したと発表した。2007年12月初めに北部の草原  
で家畜に炭痕が発生し、病気のウシの肉を食べて感染し  
た。他の感染者は病院で治療中である。トーゴ政府は発  
生地域に医療チームを派遣し、ウシの予防接種等の対策  
を打ち出した。住民に、死亡のまたは病気のウシを食べ  
ないように警告している。   
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英国で1995年にvCJDl例日が認定されて以来、英国では  
162例のvCJD確定または疑い死亡症例があるが、これら  
は全てプリオンを作る遺伝子のMM変異を有していた。し  
かし最近報告された39歳女性の死亡例はvCJDと似てい  
るが、同遺伝子のW変異型を有していた。今までに見ら  
れなかった新しい狂牛病の可能性がある。  

フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
ProMED－  

maiI20080102．0014  

庚症  2008年2月3日インド当局は、0パssa州Karaput地方で最近  
10日間の間に、炭症感染疑いにより4名が死亡したと発  
表した。全員腐った肉を食べた後に死亡し、死後、庚症後  
合併症を示した。予防措置として村内および周辺の全て  
の家畜にワクチン接種が行われた。  

ProMED－  

mai120080204．0457  

英国で53歳の男性実業家がvcJDで死亡した。この男性  
は2001年に角膜移植手術を受け、6年後の2007年8月に  
記憶と平衡感覚に支障をきたし始め、200丁年11月13日に  
vcJDと診断され、診断後10遇で死亡した。家族は眼の手  
術が原因と確惜している。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

ProMED－  

mai120080303．0878  

六ジグぎ芋ジごモ了夏至扇i吉日聴≡フ汚才フi謀落重石テち‾  

トブレイクが9回発生し、感染者の40～100％が死亡した。  
このうち3回はコウモリによって汚染された生のナツメヤシ  
樹液の摂取が原因であり、コウモリがかじった果物、汚染  
された食物、感染した家畜はヒトへの重要な感染経路と  
なる。  

ニパウイルス  ProMED－  

mai120080406．1263  

2008年4月7日、スペイン当局は、2005年に初めての死亡  

例が出て以来のヒト型狂牛病による死亡が発生したと発  
表した。犠牲者は40歳と51歳で、2007年12月と2008年2月  
に死亡した。Cas引e－Leon地方の農相は、今回の犠牲者  
は明らかに2001年以前に感染しており、それ以後、家畜  
および食肉生産に対する衛生管理は強化されていると述  
べた。  

ガーナGaru一丁empane地区およぴその近郊、特にBiembog  
で炭症が流行し、小児1名を含む3名が感染動物の死骸を  
摂食後に死亡した。同地域の全地区で庚症に対する大規  
模なワクチン接種をするために獣医チームが派遣され  
た。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ProMED－  

mai120080410．1311  

庚症  
ProMED－  

mai120080415．1360  

197／260ページ  



2008年6月2日、インドOrissaでヒト2名と何十頸ものウシが  
炭痕により死亡し、20名以上のヒトが感染したと当局が発  
表した。2008年5月1日、Kandhasahiでウシ、ヤギなど動物  
6頸が炭痘により死亡し、その内を摂食した村人18名が炭  
症に感染し、うち1名が死亡した。2008年5月26日、  
Man扉putで12頭以上のウシが炭直により死亡し、5名が  
炭痕に感染し、うち1名が死亡した。  

ProMED－  

maiほ0080603．1775  

蔑直㍗…‾‾‾‾‾  ProMED－  

mai120080608．1826  域保健センターで炭症症状の治療を受けていた35歳男性  
が死亡した。治療中の患者11名中4名が容態悪化のため  
病院へ搬送された。これらの患者は5月25日の地域の祭  
りで牛肉を食べた後、発症した。  

バミテプラーゼ（遺伝子組換え）  

ウシ血清ア  
ルブミン  オーストラリ ア、ニュー ジーランド  

炭症  －■■■■■■■●■－－－■－－－－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－－■－－－－－－■－■－－■一■■■■■▼■■■■－－－  

80364に同じ  ProMED－  

mai120071227，4149  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

■●■■■■■■－■■■■■－■■■■－－－■－－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－■一－－－－－■－－■■，●●■■■－■■■■■●■●●  

80364に同じ  ProMED－  

mai120080102．0014  

炭症  －■■■■■■■■－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－■■■■■－－－－－－－－－－－－－－一－－－－■■■■■－■■●■－■■－■◆－■  

80364に同じ  ProMED－  

majほ0080204．0457  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

ProMED－  

mai120080303，0878  

ニパウイルス  
●■■■－t■l■■l■●■■－■－－－－－－t－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－一一－－－一－－－－－■－●■■■－■■   

80364に同じ  ProMED－  

mai120080406．1263  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

庚症  

ProMED－  

mai120080410．1311  
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mai120080415．1360  
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80364に同じ  ProMED－  
mai120080603．1775   

80364に同じ  炭症  ProMED－  

mai120080608．1826  
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最近、英国HPSは2007年にヒトにおいて発生したいわゆ  
るコミュニティMRSAのブタ株であるST398株感染症例3例  

を報告した。これらは英国における初めての症例である  
が、全員治療に成功した。ここ数年、ヨーロッパ大陸の家  
畜のブタにおいて無症候性のST398株の定着の増加が  

認識されている。ブタ関連MRSA（ST398）のヒト症例を更に  
同定するため、HPAは臨床検査による監視の継続の必要  
性を改めて表明する。  

HPA／Health  
Protection Report 
2（25）2008年6月20  

日  

ヲ朽球菌惑‾‾ 染  

MRSA分離株であるST398株は、ヒトに伝播し、感染を引  

き起こす可能性のあるブタ関連株であることが示唆され  
ている。英国では今まで動物またはヒトからのST398株分  
離の報告はなかった。2007年にScottishMRSA  
ReferenceLaboratorYはヒトから分離され、MLSTによって  
同定された3例のST398株を受け取った。これらの分離株  
は最も普遍的なST398株と同一ではなかった。疫学的調  
査の結果、3例は同時期に入院しておらず、ブタや養豚業  
者との関連はなかったことが確認された。   

ブドウ球菌感 染  
HPSWeeklyReport  
2008；42（23）：203  



中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、  手足口病  中国、台湾  有効成分  
WHO／EPR2008年5 月1日  

日本ケミカ  
ルリサーチ  

注射用ミリモスチム  
圏で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV一Tl）による手足  
口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhui省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月1か31日は11％であったが、4  
月1ト29日には0．2％に減少した。  

2008年2月22日以降、HPAの腸管病原菌研究所（LEP）が  
サルモネラ  

Protection Report 

2（11）2008年3月14  

HPA／Health   日  

受け取る、まだ命名されていない同じファージ型パターン  
を示すネズミチフス菌の分離株数が増加している。パター  
ンは現在認識されているネズミチフス菌のファージ型とは  
異なり、PTU320と命名された。LEPはイングランドと  
ウェールズ在住者においてネズミチフス菌PTU320感染  
のヒト症例51例を確定した。分線株は全て抗生物質lこ対  
し十分に感受性があった。患者は10ケ月から92歳で、31  
例中30例は2月17日から25日に発症した。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に 
ボリビアのCochabarTlba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

亨才）訂文面落‾  
PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

ウィーンで2005年11月から2006年11月に鼠径リンパ肉芽  亨元ララ薗落  Sex Transm Dis 
2008；35：377－382  腫を有し、ChlamydiatracHomatis DNA陽性の男性同性  

愛の患者24名から得られた検体について遺伝子的な解  
析を行った。24検体中15例のC．什a¢homadsがbiovaru、  
7例がbiovarD、FまたはGであった。8検体においてornpA  
の可変領域にubの変異聖が認められた。また4検体に  
おいてu配列の3箇所に変異が見られ、新規株として  
各々uc、ud、ukと命名された。   
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ブラジル  ブタ腸粘膜   ヘパリン  ①加熱人血津たん白  
②人血清アルブミン（5％）  

③人血清アルブミン（20％）  

④人血清アルブミン（25％）  

⑤乾燥ポリエチレングリコール処理人免  
疫グロブリン  
⑥トロンビン  
⑦乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
⑧人免疫グロブリン  
⑨乾燥人血液凝固第Ⅸ園子複合体   

日本製薬  

■■－－■－■■－－－－－－－－－－－一－－－－－－一－－－■■■■■－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－■■■■－▼■－一●  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなったルシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  
358：991－998  NEngtJMed2008：    1  精製ウロキ ナーゼ液  

●－－－■－－●■■■－■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－■一一－●■■■■－－■■■■一一 最小感染iを求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  

CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染1くCID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染量を操種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  

55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBs旬ウィンドウ期  
は辻伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは5ひ－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

Transfu＄ion2008； 48：286－294  

B型肝炎  

－－■－■■■■－－1■－●■■－■－■一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■●■t●●■■■－■■■－■■－－■■■■ 2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移埴を受けた9名、腎臓と藤臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  NEngtJMed2008；  
358：81卜817  

メルケル細胞癌（MCC）検体をdi由辱l廿ansc巾tome  

subtrac厄on法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫瘍10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）でしか検出  
されなかった。MCVがMCCの病原国子である可能性が示  
唆された。   

ヒトポリオーマ ウイルス感染  
Science2008；319：  

1096－1100  



ヒト顆粒球アナ  マ症（HGA）の発生率は、1999年以  56th Annual  
Mモetingofthe  

Amerkan－Sodety－  

○トTropica卜  

MediGine－and－  

HygjenelO44  

来2倍となった。原因病原体のAnaplasma  
phagoc所oph仙mによる血液の安全リスクを調査するた  
め、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサ  
チューセッツ州の血液ドナーのAphago叫OPh仙mに対す  
るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2008年  
に採取された15．828ドナー血清中亜2例（2，了％）が抗体陽  

性であった。比較的高い陽性辛が持続していることから、  
A．phagocytophilumの血液安全性に及ぼす影響を調べる  
必要がある。   

ヒツジのリコンビナントPrP（貯仲）のヒツジにおける血液ク  

リアランスならびにスクレイピー関連フィブリル（SAF）静注  

後のPrPresへの曝惑について明べた。げ叶PのARR変異  
型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、PrPG  
のARR変異型のクリアランスがVRQ変異型のクリアランス  
よりも大きいことが示唆された。府〝の血兼クリアランス  
は、雨腎臓摘出後は52％減少し、貯貯除去に腎臓が重要  
であることが示された。P貯resはSAF静注後は緩やかに  
除去された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Transfusion2008；  
48：609－619  

ウイルス感染  
Em8rghfectDis  
2008；14：834－836  ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の子供からの▲咽  

頭吸引物から検出された。C8nl12051－06分離株のポリプ  
ロティン配列は、Sa仔01dウイルスと91．2，iのアミノ酸同一性  

を有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なフていた。  

ウイルス感染  
出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  PLoS Pathogens 

2008；4：elOOOO47  ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障育性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

ち才）亡夫惑軒  

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテ  
ロウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3  
月1日から5月9日の間に、6，049例報告され、353例が壬  

WHO Represetative 
Office in China 
2008年5月19日  

篤で、22例が死亡した（致死率0．4％）。患者数は、4月の初  
めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。   
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シェリン グ・プラウ  インターフェロンアルファー2b 組換え）  

カンボジアでは2007年にデン  熟により407名が死亡し、  ProMED－  

maiほ0080120．0255  最近10年間で最高の死亡者数となったと保健省は2008  
年1月4日に発表した。死亡例の大部分は小児であった。  
デング熱は同国における慢性的な問題であるが、2007年  
は雨季の到来が例年より早かったことも原因であるとして  
いる。2007年は40000例以上の患者がデング熱で入院し  
た。  

ウイルス感染  サイトメガロウイルス（CMV）ドナー犠性／レシピエント陰性  

（D＋／R－）肝移植における抗ウイルス薬（ガンシクロビルま  

たは′くルガンシクロビル）予防投与の効果を調べた。予  

防投与中にはCMV病は発症しなかったが、予防投与中  
止1、3、6、12および24ケ月後に各々2％、25％、27，i、27，は；  
よぴ29％の患者で初発CMV病が観察された。女性および  
若年患者で遅発性初発CMV病のリスクが増加し、糖尿病  
患者ではリスクが有意に低下した。  

uverTransp12007：  
13：1703－1709  

亨才）t謹啓築‾‾  

共同通信 2008年2 月7日  オーストラリアで臓器移植を受けた後に相次いで死亡し  
た3人の患者から、未知のウイルスを新しい手法で発見し  
たと、米コロンビア大などのチームが6日、米医学誌に発  
表した。チームは生物のゲノムを解読するための高性能  
配列解読機虐駆使し、患者の遺伝子から未知の配列の  
遺伝子断片をふるい分け、これまで知られていないアレ  
ナウイルスの一種を発見した。  

リンハ○性脈絡髄  
膜炎  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移櫨後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
凶不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを迅速シークエンシングで解析すること  
により、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規のアレナウイ  
ルスが原因であることが明らかとなった。レシピエントの  
腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが検出さ  
れ、また免疫組織学的および血清学的に確認された。こ  
の方法は病原体発見の強力な手段である。  

NEnglJMed2008；  
358：991－998  

デング熱  ブラジルにおいて2007年のデング熱による死亡症例数は  

158例で、2006年の78例の2倍以上であった。2008年1月  
になり減少している。2008年2月4日に発行された保健省  
の冊子によると、2007年に全国で559954例のデング症例  
が登録され、このうち1541例がデング熱であった。Paran8  
州南部地域では2007年12月のデング熱届出症例数は  
8356例となり、2006年同時期と比較して827％増加した。   

ProMED－  

mai120080211．0549  
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デング熱  院からの報告によると、2008年3月2日まで  ProMED－  

mai120080309．0962   にデング熱により2名が死亡した。23歳の￥察官1名と、  
幼児1名が、デング熱の重症合併症により死亡した。2∞丁  
年6月から12月にかけて、デング感染流行が発生し、当時  
死亡した患者は1名であった。このほか、5ひ－60名の患者  
が治療を受けた。しかし、2008年、デング熱感染患者は3  
倍に増加し、200名以上が治療を受けている。  

芋ジグ蕪‾‾‾‾‾‾‾  
斯≡葡ま嘉衝葦簡苛菅井由宇ジグ蕪否ま苛芋ジグ‾－  

出血熱症例が2003年の6400例から2007年の48000例とな  

り、750％増加した。感染の80別ま南東部、主にVeraGmZお  
よぴChiapasに集中している。2007年には国内の28州にお  
いて10例の死亡を含むアウトブレイクが妃録された。  

ProMED－  

maj120080321．1080  

芋グジグ三軍ラ イルス感染  
2005年3月－2006年12月にレユニオン島では7504名の女  
性が7629例の新生児を出産したが、妊産婦中678名  
（9．0％）が分娩前に、61名（0．8％）が分娩前または分娩中にテ  

クングニヤウイルスに感染していた。早期の胎児死亡3例  
を除き、垂直感染はほぼ満期出産の分娩時ウイルス血症  
で観察され、分娩時ウイルス血症産婦39名からの垂直啓  
染は19例（48．7％）であった。帝王切開では感染を防げな  

かった。感染した新生児は出生後3－7日自に発病し、10例  
（52．6％）で重症となり、うち9例（90，りが脳症であった  

PLoSMed2008：5： e60  

結核  
CDC／MMWR2008；  

57（13）：333－336  

米国オクラホマ州保健局は2007年に46歳のホームレス男  

性臓器ドナーの死亡から3週後に結核菌を検出した。この  
ドナーの肝臓または腎臓はテキサス州の住民であるレシ  
ピエント3名に移植され、そのうち2名が播種性結核を発  
症し、1名は死亡した。ドナーおよぴレシピエントの結核分  

離株の遺伝子型は同一で、臓器移植により伝播したと考  
えられた。移植伝搬性結核が疑われた場合には医療関  
係者は関連するOPO、組織バンクおよび保健当局に連絡  
するべきである。  

HⅣ  

ManitobaHealthの報告によるとカナダManitobaの女性お  Public Health  
Agency of 
Canada／CCDR  
WeekIy2008年3月  

28日  

よび先住民族の間でHⅣ感染率が劇的に増加している。  
過去10年間で新たにHⅣと診断された女性は、以l抑こ比  
較し4倍となった。ここ7年間での新たな感染症例の3分の  
1がアボリジニであった。マニトバでは1985年から2007年  
末までに1477名がHⅣ陽性で、感染者の80％以上が  
州nnipegの住民であった。   
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リ ピンIloGOSNorteで2008年に  2008年3月26日現在、フィ   デング熱  ProMED－  

mai120080401．1198  記録されたデング熱感染者数は90名で、うち2名は死亡  
例である。ニューカレドニアにおけるデング熱症例数は  
2008年2月の流行発生以降、増加を続け、3月初旬は72  
症例であったが、3月20日には215例以上に急増し、3月  
28日には263例以上となった。ブラジル保健当局は2008  
年1月1日以降、園内におけるデング出血熱406例（死亡  
34例を含む）を報告した。2007年同時期と比べ著しく増加  
している。  

公衆衛生の専門家によると、2008年3月1日から現在まで  
にボツワナBobirwa勅域で6名がマラリアで死亡し、それ以  
外に確定症例201名が治療中である。同地域では通常数  
例の報告しかなく、異常に高い症例数である。  

マラリア  ProMED－  

maiほ0080408．1287  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
休を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

寺号首筋そ有蓋高石箆高：ブラ亨丁稚棄蔀だ義行名字ジグ‾  

熟届出数は2007年同時期より48％多く、デング熱確定死  
亡例は23例で、デング熱疑い死亡例は56例である。  
Sergipe州は最もデング熱が増加した州であり、2008年ト  
4月のデング熱症例【よ2007年同時期より1226％増加した。  
またRioGrandedoNorte州では2008年のデング出血熱  
症例の届出は577例で2007年同時期と比較して約10倍に  
増加した。  

デング熱  ProMEロー  

mai120080421．1411  

米国で、小腸のBu血uリンパ腫で化学療法を受けた後、  
同種臍帯血移植を受けた6歳の男児が移植5ケ月後に致  
死性の高進行性脳症を発症した。剖検により脳内の海綿  
状変化が明らかとなり、多くの臨床経過所見がTSEと一致  
していた。生前およ甘死後の検査では病因を特定できな  
かった。化学療法や抗ウイルス療法による後天性ミトコン  
ドリア病である可能性も除外できなかった。同種造血幹細  
胞移植後の海綿状脳症の初めての報告である。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Pediatr Transplant 
2008：12：95－98  

205／260ページ  



リンハ1生脈絡髄 膜炎  

米国ボストンで同一ドナーからの  腎臓を移植後、TO歳の  ProMED－  
mai120080516．1635  女性が死亡し、57歳男性が重体となっていると保健当局  

は発表した。ドナーである49歳のホームレスの男性はリン  
パ1生脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）に感染していた。LCMV  
はアレナウイルス属の基準種であり、げっ歯類により伝播  
されることが多いが、移植前検査には通常は含まれな  
い。臓器に対する需要が大きいため、レシピエントはホー  
ムレスの臓器を入手することがよくある。  

コンゴ・クリミア  
出血熱  

2008年5月13日までにロシア商連邦地方においてクリミ  ProMED－  

mai120080518．1657  ア・コンゴ出血熱18例（死亡2例を含む）が記録された。同  
地方全域でダニ駆除薬による家畜の処置が行われたが、  
Asレakhan地域では不十分である。同地方でのクリミア・コ  
ンゴ出血熱症例数は2007年には234例で、うち4例が死亡  
例であった。  

クロイツフェル ト・ヤコブ病  

硬膜移植に関連した日本人CJD患者の剖検症例5例につ  
Neuropa仙ology  

2008：28：5ト61  いて臨床病理学約分析を行った。硬膜を小脳テント下に  
移植された4例における発症時の症状は小脳または脳幹  

機能障害であり、小脳テント上に移植された1例では大脳  
皮質症状を示した。亜急性海綿状脳症が1例、全脳型  
CJDが4例であった。また、シナプス型何層沈着を示した。  
初期症状と移植部位に密接な関係があることから、移綾  
部位から近接する脳部位へのCJD直接感染が示唆され  
た。  

芋ジグ紺‾‾‾‾‾‾  
■■t■■●■－－－－－－－－－－－－▲■－－－－－－－－－－－－一－－－－－一一■一■－■－■■●●■●■■■■■■■－■■■  

■－■－■●■ ホtチミン市保健当局は2008年5月20日に、同市では  ProMED－  

ma‖20080525．1716  3000名以上の小児がデング熱に羅患し、昨年の2倍であ  
ると報告した。第一小児病院デング熱科の入院患者数  
は、先週1日20－30名であったが、現在は40－60名に増加  
した。メコンデルタ地方では2008年になってから今までに  
10000例以上がデング熱に羅患した。  

コンゴ・クリミア 出血熱  ■－－－t●－－－■－■■t●－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－一一t－－－－－－－－－－－■■●－－■■－●■－■ ロシアStavr8POIKraiではクリミア・コンゴ出血熱による2例  ProMED－  

mai120080528．1732  目の死亡例（39歳女性）が妃録された。1例日の男性は  
2008年5月中旬に死亡している。2008年5月26日現在、12  
地域で患者17例が記録されている。インターネットの情報  
によるとSouthFederaJOkrugにおいて2008年のこれまで  

にクリミア・コンゴ出血熱による死亡が4例記録されてい  

る。これは2007年1年間の総数に当たる。   
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2008年5月28日、ブラジルRiodeJaneiroでは、今年になっ  
てから162701例のデング熱症例が報告され、その内、死  
亡例は123例で、更に116例のデング熱疑い死亡例を調  
査中であると保健局が発表した。また、保健局発表によ  
ると、2008年5月21日現在、ブラジルSerppeでは20174例  
が報告され、8726例が確定された。2008年4月は10万人  
当たり652．4例の発生率であったが、5月には10万人当た  
リ118．2例に減少した。  

デング熱  ProMED－  

mai120080603．1776  

にデング熱症例630例、うち5例は死亡例を記録したと発  
表した。これは2007年同時期と比較して2倍の増加であ  マニラCaloocan市保健当局は2008年1月1日から5月29日   る。  

デング熱  ProMED－  

mai120080618．1901  

ベトナム南部の複数の省においてデング熱症例約5000例  
が発生し、TienGiang、CaMau、BacLJeUなどの省で増  
が予想されている。CaMau省の予防衛生センターによる  
と、2008年6月18日までゐデング熱の発生は2007年同時  
期と比較して2倍となる1000例以上となった。流行はまだ  
増加傾向にある。  

……  
芋ジグ紺  ProMED－  

mai120080622．1933  

破傷風抗毒素  
フィブリノゲン加第XII潤子  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

定期的に輸血を受けるサラセミア患者で、TorqueTeno  
vjms（TTV）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  
10％（‖8名中12名）がTTV陰性であった。フェリテン、AST  
およぴALT値はTTV陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV－HCV共感染群ではフェリテンおよびALT値がTTV  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継続的な  
TTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関す  
ることが示唆された。  

人Cl－イン  

アクチベー  
ター  

ヒト血液  
米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

ち才プじ天啓落‾  
JMedViro12008：  

80：365－371  

亨才）t誘惑好‾  

SimianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期間追  

跡調査した。男性は非ヒト霊長類と接触する政美であっ  
た。男性の全ての末梢血阜核球（PBMC）からプロウイルス  
DNAが検出きれ、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝異にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。   

AlDS Res Hum 

Retrovjmses2007；  

23：1330－1337  
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